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が
い
っ
ぱ
い
′

新
年
度
を
迎
え
、
学
校
・
保
育

園
で
は
新
入
生
・
新
入
園
児
、
会

社
で
は
新
入
社
員
の
初
々
し
い
姿

が
見
ら
れ
る
こ
ろ
と
を
り
ま
し
た
。

ま
た
、
四
月
六
日
か
ら
十
五
日

に
か
け
て
　
「
交
通
安
全
　
あ
な
た

も
参
加
　
私
も
実
践
」
　
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、
春
の
全
国
交
通
安

全
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
の
特
集
は
　
「
交
差

点
に
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
！
」
と

題
し
て
、
特
に
危
険
と
思
わ
れ
る

町
内
の
交
差
点
を
取
り
上
げ
、
溝

口
警
察
署
の
越
智
交
通
課
長
に
交

通
ル
ー
ル
と
交
通
安
全
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

恐
ら
く
ほ
と
ん
ど
の
方
が
　
「
何

だ
、
そ
ん
な
こ
と
は
知
っ
て
る
。
」

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

事
故
に
な
ら
な
い
ま
で
も
、
以
下

に
取
り
上
げ
る
交
差
点
で
急
ブ
レ

ー
キ
を
踏
ま
れ
た
経
験
を
お
持
ち

の
方
は
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

今
一
度
、
確
認
の
た
め
に
も
目

を
通
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
1
（
拡
大
図
1
）

こ
の
場
合
、
特
に
注
意
し
な

け
れ
ば
在
ら
な
い
の
は
A
車
と

C
車
で
す
。

A
車
の
進
行
方
向
②
の
場
合

は
左
折
の
合
図
は
不
要
で
す
。

し
か
し
、
町
道
（
江
尾
駅
方
向
）

へ
進
む
①
の
場
合
に
は
右
折
扱

い
と
な
り
ま
す
の
で
合
図
を
出

し
B
車
の
通
過
を
待
っ
て
右
折

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
C
車
の
⑤
⑥
の
場
合

貴

は
、
い
ず
れ
も
国
道
へ
の
進
入
　
越

に
在
り
ま
す
の
で
、
左
折
・
右

折
の
合
図
を
出
し
た
後
、
停
止
船

線
で
一
旦
停
止
を
行
な
い
進
入

し
て
く
だ
さ
い
。

溝口警察署

越智交通課長

同和・人権標語　「貴重な命　ちょっとやそっとで　なくせない」明倫小6年
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ポ
イ
ン
ト
2
（
拡
大
図
2
）

こ
の
交
差
点
は
、
出
勤
時
間

と
保
育
園
へ
子
供
さ
ん
を
送
る

卓
の
行
き
帰
り
の
時
間
帯
と
が

重
な
る
た
め
毎
朝
混
雑
を
し
ま

す
。こ
こ
で
取
り
上
げ
た
い
の
は
、

国
道
一
八
一
号
の
上
り
線
、
下

り
線
の
信
号
が
赤
で
、
向
か
い

合
っ
た
国
道
四
八
二
号
と
久
連

橋
か
ら
の
車
両
の
動
き
で
す
。

皆
さ
ん
も
一
度
は
感
じ
た
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
D

車
の
進
行
方
向
①
の
時
、
E
車

の
進
行
方
向
②
の
場
合
に
ど
ち

ら
の
車
両
に
優
先
権
が
あ
る
の

か
と
い
う
こ
と
で
す
。

結
論
か
ら
言
い
ま
す
と
、
こ

の
場
合
の
優
先
権
は
直
進
車
両

の
E
車
に
あ
り
ま
す
。

「
い
い
や
、
国
道
と
町
道
の

優
先
順
位
の
関
係
で
国
道
を
通

行
中
の
D
車
の
ほ
う
に
優
先
権

が
あ
る
。
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ

る
方
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
は
間
違
い
で
、
町
道

か
ら
の
車
両
で
も
直
進
車
が
優

先
と
在
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で

も
法
規
上
の
こ
と
で
あ
り
、
実

際
の
運
転
で
は
、
自
分
に
優
先

権
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
何
食

わ
ぬ
顔
で
直
進
し
て
い
る
と
事

故
の
も
と
で
す
。

大
切
を
の
は
、
正
し
い
ル
ー

ル
を
理
解
し
た
う
え
で
、
譲
り

合
い
の
心
を
持
っ
て
、
な
お
か

つ
　
「
安
全
だ
ろ
う
」
　
「
大
丈
夫

だ
ろ
う
」
の
　
『
だ
ろ
う
運
転
』

で
な
く
、
危
険
を
予
測
し
　
「
右

折
車
が
前
方
を
横
切
る
か
も
し

れ
な
い
」
の
　
『
か
も
運
転
』
　
に

心
が
け
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
お
互
い
の
車
に
気
を

取
ら
れ
る
あ
ま
り
、
横
断
歩
道

上
の
歩
行
者
に
気
が
つ
か
を
か

っ
た
と
い
う
こ
と
が
を
い
よ
う

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ポ
イ
ン
ト
3
（
拡
大
図
3
）

こ
の
場
所
は
、
踏
み
切
り
と

隣
接
し
て
い
る
三
叉
路
で
す
。

こ
こ
で
時
々
見
か
け
る
の
は
、

国
道
一
八
二
号
の
上
り
線
、
下

り
線
の
信
号
が
赤
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
車
両
F
の
進
行

方
向
①
の
よ
う
に
左
折
を
す
る

車
両
で
す
。

現
場
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば

分
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
車
両

F
の
前
方
に
は
停
止
線
が
あ
り

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
直
進
で

あ
れ
左
折
で
あ
れ
赤
信
号
の
時

【：ここコ

喜　国道181号
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臼
は
、
停
止
線
を
守
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
を
り
ま
す
。

を
お
、
こ
の
三
叉
路
は
、
長

年
に
わ
た
り
住
民
の
皆
さ
ん
か

ら
車
両
用
信
号
機
の
設
置
、
段

差
の
解
消
等
の
改
良
要
望
が
出

さ
れ
て
い
る
所
で
す
。

町
と
し
ま
し
て
も
、
そ
の
必

要
性
を
強
く
感
じ
て
お
り
、
関

係
団
体
に
お
願
い
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
技
術
的
に
難
し

い
部
分
が
多
い
と
の
こ
と
で
、

現
時
点
で
は
抜
本
的
を
対
策
が

取
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

以
上
三
か
所
の
交
差
点
に
お
け

る
、
交
通
ル
ー
ル
と
交
通
安
全
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
運
転
者
の

立
場
か
ら
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、

交
差
点
ば
か
り
で
な
く
車
両
を
運

転
す
る
以
上
、
必
ず
危
険
は
つ
い

て
ま
わ
り
ま
す
。

ま
た
、
歩
行
者
も
「
自
分
の
命

は
、
自
分
が
寺
る
」
と
い
う
意
識

で
交
通
安
全
に
心
が
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

交
通
事
故
は
当
事
者
同
士
だ
け

で
な
く
、
家
族
も
不
幸
に
し
ま
す
。

今
一
度
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
考

え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

※
演
じ
警
察
署
越
智
交
通
課
長
さ
ん
は

三
月
二
十
四
日
付
け
で
米
子
著
へ
移

動
さ
れ
ま
し
た
。

由佳里乳藤同和・人権標語「気が付いて　あなたの言葉は　とげだらけ」俣野小6年

（3）
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霊二才：‡・三三吉宗三三三i

こ存じですか7竜人保健制度喜一

●

健康長寿の10ヶ条

1．正しい食事

2．正しい飲酒

3．タバコはやめる

4．歩こう

5．趣味を大切に

6．自信を持つ

7．頭をつかう

8．異性とつきあう

9．スポーツをする

10．薬に注意する

老人保健法　医療 受給 者 証

l

市町村番号 2 ‡7 l3 1 lo l8 4 6

受給者番号帖 2 鳥 畑 吊 ／

受

給

者

居住地
鳥取県日野郡江府町
人音江尾 475 豹軋

氏　　名 三1 句　 も 申

生年月日 情 牌 ID月 10日l男灘

法第25条第1項
第2号の認定年月日 年　　　月　　　日

発効期日 沌 i0年 04 月日　日から有効

発行機関名

及 び 印

帥 県　 節 理

江 府 町 長 遇

交付年月日 乎ふ to 年 C3 月 27 日

健
康
的
な
生
活
を
し
て
い
ま
す
か
？

健
康
と
は
「
栄
養
」
　
「
運
動
」
　
「
休
養
」
の
三
つ
の
要

素
が
そ
れ
ぞ
れ
に
整
い
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
状
態
で
す
。

「
健
康
は
自
分
の
手
で
守
る
」
と
い
う
自
覚
を
も
ち
、

健
康
の
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
に
、
三

つ
の
要
素
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
毎
日
の
生
活
に
取
り
入
れ
ま

し
ょ
，
フ
。

新しい医療受給者証は

隈がありません〝

このたびの更新から、発行期日の

表示のみとなりました。

保険証・健康手帳とともに大切に

取り扱いましょう。

なお、保険証の記号・番号や保険

者名に変更があった場合の届出は、

今までどおり必ず行ってください。

老人保健 今 月の医療費 （12月診療費） 2 あ星 人 ＿

訂

正

対象者数 総医療費 一人当たり P IUr －正 ま療健 月
い し分今 号

（人） （10割）（円 医療費（円 たた） 月 に
しのにの掲
まで一医載
す 左部 療 し
0記聞費 ま
の違（ し
とい十 た
おが二 老

国保 4 86 31，970，192 65 ，78 2

社保 4 08 23，443，130 57 ，4 5 9

計 8 94 55，413，322 6 1，98 3

老人保健今月の医療費（1月診療分）

対 象 者 数 総 医 療 費 一人当たり

（人） （10割）　　 （円） 医療賛（円）

国 保 4 8 7 2 9 ，9 9 8 ，7 8 1 6 1 ，5 9 9

社 保 4 0 4 2 2 ，0 6 6 ，9 1 5 5 4 ，6 2 1

計 8 9 1 5 2 ，0 6 5 ，6 9 6 5 8 ，4 3 5

同和・人権標語　「日本中　やさしい心で　つつまれたい」　米沢小6年　小　椋　佑　子乳

（4）
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日
野
町
・
江
府
町
共
同

ご
み
焼
却
場
が
完
成

愛
称
は
「
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
く
ぬ
ぎ
の
森
」

待
望
の
新
焼
却
場
が
完
成
し
、
四
月
一
日
か
ら
本

格
稼
動
し
ま
す
。

一
日
八
時
間
で
、
十
ト
ン
の
ご
み
を
焼
却
す
る
能

力
が
あ
り
、
可
燃
性
の
粗
大
ゴ
ミ
を
処
理
す
る
設
備

も
備
え
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
周
囲
の
環
境
に
配
慮
し
た
外
観
と

最
新
の
設
備
を
備
え
、
最
近
問
題
に
な
っ
て
い
る
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
の
対
策
も
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
み
の
収
集
が
か
わ
り
ま
す

「
燃
え
る
ご
み
は
日
野
町
・
江
府
町
の

共
同
処
理
に
移
行
」

⑳

⑳l
■

■構P

■
四
月
六
日
か
ら
燃
え
る
ご
み
の
収
集
区
域
が
次
の

と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

水 火 月

●土 ●金 ●木

柿 本 米 俣 新 本
原 五

吉 小

沢 野 二 一
地 地 ・
区

大

区 久 本
原 江

・尾

連 二

白 本西 ・ 河
成 大

・満
袋 ・

原 住 三

川 本
原 佐 筋 四
川 地 ・

区 新

ピー／してり、ごユ，スのビン・缶などげいま

だに不燃ご訓こ多く出されています。

リサイウル盾、今や国民の義務となりつつ

あります。P自分一人くらい呵d色付ロこん

なこと面倒くさい凸と斥思わない官、今日わ

ら分別リサイウルに取り組んぞください。

家庭で、地域で、職場で初山なげ少しずつ

協力しあってげんぼりましょう〟

▲「クリーンセンターくぬぎの森」の全景

■
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
別
途
回
収
し
ま
す

当
初
、
助
燃
材
と
し
て
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

地
元
と
の
協
議
の
中
で
四
月
か
ら
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
に
を
り
ま
し
た
。
食

品
ト
レ
ー
・
カ
ッ
プ
麺
の
容
器
等
を
毎
月
一
回
地

区
ご
と
に
回
収
し
ま
す
。

■
古
紙
回
収
の
試
行
を
行
な
い
ま
す
（
無
料
）

「
平
成
十
年
度
上
期
は
、
三
回
収
集
予
定
」

平
成
十
二
年
に
は
「
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
に
基
づ
く

さ
ま
ざ
ま
を
容
器
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
制
度
と
し
て

完
成
し
ま
す
。
古
紙
に
つ
い
て
も
、
発
泡
ス
チ
ロ

ー
ル
と
同
様
に
助
燃
材
と
し
て
の
役
割
と
と
も
に
、

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
、
十
年
度
は
江
府
町
独
自
で
古
紙
回
収
の

試
行
を
行
な
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

2月までの資源ごみ等の収集状況

ペットボ トル 資 源 ご み 不 燃 ご み 粗 大 ご み 計 （t ）

4 月 3 ．2 2 4 ．4 0 3 ．8 7 1 1 ．4 9

5 月 0 ．2 9 4 ．1 3 4 ．4 4 1 ．1 5 1 0 ．0 1

6 月 4 ．4 9 4 ．9 8 3 ．6 6 1 3 ．1 3

7 月 0 ．3 7 5 ．3 2 4 ．6 6 0 ．4 3 1 0 ．7 8

8 月 6 ．4 9 5 ．3 1 4 ．5 7 1 6 ．3 7

9 月 0 ．4 3 3 ．5 2 3 ．9 2 7 ．8 7

1 0 月 3 ．9 9 4 ．4 0 3 ．3 8 1 1 ．7 7

1 1 月 2 ．7 2 5 ．0 8 7 ．8 0

1 2 月 0 ．3 9 3 ．5 0 5 ．2 8 5 ．3 9 1 4 ．5 6

1 月 2 ．8 1 3 ．1 4 5 ．9 5

2 月 3 ．4 6 3 ．8 2 7 ．2 8

小 計 1 ．4 8 4 3 ．6 5 4 9 ．4 3 2 2 ．4 5 1 1 7 ．0 1

割 合 1 ．2 6 ％ 3 7 ．3 0 ％ 4 2 ．2 4 ％ 1 9 ．1 9 ％ 1 0 0 ．0 0 ％

同和・人権標語「いじめや差別みんなの心苦しめる」　俣野小6年　加　藤　千　秋も
（5）
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江府町女性問題推進会議

「タイ映画（ムアンとリツト）を僻する会」開催

二
月
二
十
八
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で

江
府
町
女
性
問
題
地
域
推
進
会
議
（
大
塚
和

子
　
会
長
）
　
と
町
主
催
に
よ
る
　
『
タ
イ
映
画

（
ム
ア
ン
と
リ
ッ
ト
）
を
観
賞
す
る
会
』
を

行
を
い
ま
し
た
。

こ
の
映
画
は
結
婚
や
勉
学
の
自
由
を
奪
わ

れ
、
人
身
売
買
さ
え
も
法
律
で
認
め
ら
れ
て

い
た
タ
イ
に
お
い
て
、
女
性
の
権
利
を
訴
え

続
け
た
若
き
女
性
の
半
生
を
史
実
に
基
づ
い

て
描
い
た
も
の
で
す
。

約
百
三
十
人
の
来
場
者
の
な
か
に
は
、
幾

多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
自
ら
の
力
で
人
間

と
し
て
の
権
利
を
勝
ち
取
っ
た
主
人
公
の
姿

に
感
動
の
涙
を
流
す
人
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
内
で
は
タ
イ
の
手
工
芸
品
や

ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ

ー
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

を
お
、
収
益
金
の
七
五
、
九
八
七
円
は
タ

イ
の
保
育
所
の
建
設
資
金
、
奨
学
金
と
し
て

使
わ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本番さながら真剣に訓練に取り組む消防署員

チャリティーバザーでタイの手工芸晶
を手にする来場者

第4回
西部消防局救急技術指導会開催

●

二
月
二
十
日
、
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管

理
組
合
消
防
局
（
米
子
市
両
三
柳
）
　
に
お
い

て
西
部
消
防
局
救
急
技
術
指
導
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
指
導
会
は
、
救
急
隊
の
活
動
技
術
の

向
上
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
、
各
消
防

署
の
代
表
が
　
「
屋
根
か
ら
の
転
落
」
、
「
気

管
支
喘
息
に
よ
る
呼
吸
困
難
」
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
想
定
に
基
づ
く
処
置
に
あ
た
り
、
鳥
取

大
学
医
学
部
付
属
病
院
の
講
師
の
先
生
に
助

言
を
受
け
ま
し
た
。

を
お
、
江
府
消
防
署
か
ら
は
溝
口
出
張
所

が
出
場
し
見
事
、
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

ま
た
、
江
尾
大
区
長
　
下
村
柴
夫
さ
ん
と

町
消
防
団
か
ら
二
人
が
地
域
代
表
と
し
て
訓

練
の
様
子
を
見
学
。
的
確
を
状
況
判
断
と
素

早
い
処
置
に
感
心
の
様
子
で
し
た
。

＠

「
戸
締
ま
り
用
心
／
火
の
用
心
」

幼
年
消
防
隊
が
パ
レ
ー
ド

三
月
一
日
か
ら
一
週
間
行
わ
れ
た
、
春
の

全
国
火
災
予
防
運
動
（
統
一
標
語
…
つ
け
た

火
は
、
ち
ゃ
ん
と
消
す
ま
で
あ
な
た
の
火
）

を
前
に
し
た
二
月
二
十
八
日
、
江
府
消
防
署

と
町
消
防
団
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

江
府
消
防
署
前
で
式
典
を
行
な
っ
た
後
、

消
防
車
四
台
を
連
ね
て
出
発
。

江
尾
の
新
町
二
丁
目
か
ら
本
町
一
丁
目
の

間
は
、
子
供
の
国
保
育
園
児
で
組
織
す
る
幼

年
消
防
隊
も
お
そ
ろ
い
の
法
被
姿
で
参
加
。

あ
い
に
く
の
小
雨
模
様
の
中
、
「
戸
締
ま
り

用
心
、
火
の
用
心
」
と
元
気
の
良
い
声
で
道

行
く
人
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。
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ん

宮本香子さん（新一）が二科展人選

■
－
　
　
　
　
　
　
　
　
1

一

l

、

■
■
■
■
r

第
八
十
二
回
二
科
展
の
地
元
入

選
作
品
（
写
真
の
部
）
に
宮
本
香
子
さ

ん
の
作
品
　
「
P
a
－
a
S
i
1
2
」

（
パ
ラ
サ
イ
ト
）
　
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
（
十
二
ペ
ー
ジ
に
作
品
掲
載
）

宮
本
さ
ん
は
三
年
前
に
友
人
の

薦
め
で
、
本
格
的
に
写
真
を
始
め

る
と
同
時
に
、
植
田
正
治
先
生
の

教
室
に
通
わ
れ
ま
し
た
。
以
後
各

種
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
を
重
ね
、

二
科
展
に
は
二
回
目
の
応
募
で
入

選
を
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

宮
本
さ
ん
は
、
「
写
真
は
機
械

で
な
く
感
性
で
撮
る
も
の
。
写
真

を
始
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
と

の
出
会
い
や
ふ
れ
あ
い
が
増
え
た

こ
と
が
楽
し
い
。
」
と
喜
び
を
語

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

インタビューに応えてくださった宮本さ

第
八
十
二
回
二
科
展
は
六
【
月
六

日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
米
子
市
美

術
館
で
開
催
　
（
有
料
）
さ
れ
ま
す
。

前
巴
売
り
入
場
券
の
取
り
扱
い
は
、

教
育
委
員
会
　
（
℡
七
五
一
二
二
二

三
）
　
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

第1回「同和問題・人権問題等啓発作文」入賞作晶の紹介（最終回）

人
権
に
対
し
て

私
が
思
う
こ
と

江
府
中
一
年
　
加
藤
よ
り
子

人
権
と
は
、
人
間
の
権
利
で
す
。
私

は
人
権
と
い
う
官
尊
を
開
く
と
、
「
人

の
‥
～
や
気
待
ち
」
　
と
い
う
こ
と
を
考
え

ま
す
。
私
は
今
の
日
本
で
本
当
に
人
権

が
守
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
考
え

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
守
ら
れ
て

い
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
が
あ
る

か
ら
で
す
。

私
は
時
々
、
生
活
の
中
で
人
権
が
大

切
に
さ
れ
て
い
る
ん
だ
な
あ
。
と
思
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
い
じ
め

に
あ
っ
て
い
る
子
を
勇
気
づ
け
、
い
じ

め

を

な

く

し

て

い

く

努

力

を

し

て

い

る

友
達
、
外
国
人
だ
か
ら
病
気
だ
か
ら
と
、

自
分
よ
り
劣
っ
て
い
る
と
決
め
つ
け
て

差
別
を
し
て
い
る
人
に
対
し
て
ハ
ッ
キ

リ
と
注
意
で
き
る
人
を
見
た
と
き
で
す
。

そ
の
人
達
の
や
さ
し
さ
の
お
か
げ
で
人

権
が
守
ら
れ
て
い
る
ん
だ
な
あ
。
と
思

い
ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
と
同
年
代
の
人
た

ち
が
　
「
い
じ
め
」
　
に
よ
っ
て
匂
級
し
て

し

ま

っ

た

。

と

い

う

ニ

ュ

ー

ス

が

数

え

き
れ
な
い
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
「
い
じ
め
」

と
は
、
人
権
が
守
ら
れ
て
い
な
い
状
亀

で

す

。

こ

の

ニ

ュ

ー

ス

を

開

く

と

、

と

争

て
も
的
が
い
た
み
ま
す
。
人
権
は
誰
も

が
同
じ
よ
う
に
措
ち
、
守
ら
れ
て
い
る

は
ず
で
す
。

人
権
尊
曹
あ
っ
て
の
日
本
な
の
で
、

人
の
‥
心
や
気
持
ち
を
し
っ
か
り
と
考
え

て
そ
の
人
の
‥
～
を
大
切
に
で
き
た
ら
い

い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
の
私
は
、
人
権
を
本

当
に
大
切
に
し
て
い
る
か
と
考
え
る
と
、

そ
う
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
簡
単
に
　
「
人

権
」
、
「
い
じ
め
を
な
く
す
穿
カ
を
し

よ
う
」
　
な
ど
と
書
く
け
れ
ど
、
本
当
の

意
味
を
克
壁
に
理
解
し
て
い
な
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
感
じ
ま
す
。
私

は
本
当
に
雄
も
傷
つ
け
て
い
な
い
だ
ろ

う
か
。
句
分
が
傷
つ
く
富
貴
を
友
達
に

言
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
友
達
と
匂

分
を
比
べ
て

「
あ
の
人
は
私
よ
り
劣
っ
て
い
る
」

「
私
の
牙
が
す
ご
い
ん
だ
」
　
と
思
っ
た

こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
。
句
分
で
匂

分
に
問
い
か
け
て
み
ま
し
た
。
私
は
人

権
を
守
っ
て
な
ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

む
し
ろ
、
差
別
し
て
い
る
立
場
だ
っ
た

の
で
す
。

私
は
こ
ん
な
匂
分
を
と
て
も
情
け
な

く
思
い
ま
す
。
今
の
包
分
は
と
て
も
ち

っ
ぽ
け
で
兵
力
で
す
。
私
は
変
わ
り
た

い
で
す
。
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

私
は
、
理
想
の
人
が
い
ま
す
。
そ
の

方
は
、
小
学
枚
の
噴
、
担
任
を
し
て
く

だ
き
っ
た
先
生
で
す
。
先
生
は
、
人
権

を

と

て

も

大

切

に

し

て

く

だ

さ

い

ま

し

た
。
例
え
ば
ク
ラ
ス
の
中
で
男
子
　
（
女

子
）
　
と
女
子
　
（
男
子
）
　
が
け
ん
か
を
し

た
時
な
ど
、
お
た
が
い
の
意
見
を
聞
い

て
解
決
し
て
い
ま
し
た
。
人
の
‥
～
や
気

繚
ち
を
一
生
懸
命
理
解
し
よ
う
と
し
て
、

少
し
の
ま
ち
が
い
で
も
、
徹
底
的
に
解

決
し
よ
う
と
す
る
人
で
し
た
。
私
は
、

そ
の
先
生
の
名
前
を
開
い
た
だ
け
で
心

が
温
か
く
な
り
ま
す
。
先
生
が
す
る
か

ら
私
も
や
っ
て
み
た
く
な
り
ま
す
。
九

生
を
見
る
と
気
措
ち
か
ス
ッ
キ
リ
し
て

丸
生
の
号
音
を
信
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
私
が
こ
ん
な
気
持
ち
に
な
る
の
は
、

先
生
が
本
当
に
人
を
信
頼
し
て
心
か
ら

人
権
を
大
切
に
し
、
ま
っ
こ
う
か
ら
差

別
と
向
き
合
い
、
な
く
す
よ
う
に
、
必

見
で
努
力
し
て
い
る
人
だ
か
ら
で
す
。

私
も
丸
生
の
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

沸
か
と
匂
分
を
比
べ
な
い
よ
う
。
ち
が

う
と
思
っ
た
ら
ハ
　
ッ
キ
リ
ち
が
う
と
言

え
る
よ
う
に
。
気
を
付
け
た
い
で
す
。

自
分
に
で
き
る
こ
と
か
ら
差
別
を
な
く

す
脊
カ
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
を
心
か
ら
信
頼
し
、
こ
の
世
の
中
の

人
間
全
員
が
「
生
き
て
い
て
よ
か
っ
た
」

と
思
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
本
当
に
す

ぼ
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
が
ん

ば
っ
て
、
そ
ん
な
世
の
中
に
し
て
い
け

る
よ
う
、
人
権
を
大
切
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
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⊂諾讐警告讐彗
労働保険の平成9年度確定保険

料と平成10年度概算保険料の申告

納付の時期がまいりました。申告

納付は4月1日から5月20日まで

です。

をお、事業主の皆さんの便宜を

図るため説明会および申告書の集

合受付を次の日程で行います。ぜ

ひ最寄りの会場へお出かけのうえ

申告納付してください。

また、労働者を1人でも雇用し

ている事業主の方は、労働保険に

必ず加入しをければなりませんの

で、まだ加入手続きをしていをい

場合はこの機会に手続きをしてく

ださい。

ロ西部地区説明会

4月16日（木）

米子市文化ホール

10：00～12：00（－一般）

13：30～15：30（建設・林業）

□西部地区集合受付

4月20日（月）10：00～15：00

米子職安根雨出張所

21日（火）10：00～15：00

境港商工会議所

27日（月）10：00～15：00

米子食品会館

28日（火）9：30～15：00

米子食品会館

（建設・林業）

5月6日（水）10：00～15：00

米子食品会館

7日（木）9：30～15：00

米子食品会館

⊂女性就業援助相談窓口の遜内コ

女性就業援助センターでは、就

業を希望される女性からの就職に

関する種々の相談に応じるための

窓口を下記のとおり開設していま

すので気軽にご利用ください。

□米子相談室

米子市角盤町1－30

高島屋米子店東館3階

米子パートサテライト内

℡0859－22－1111（高島屋内線316）

○相談日／毎週月・火・金曜日

○相談時間／10：00～16：00

⊂誤認認諾等コ
人事院では、平成10年度に次の

6種類の大学卒業程度の採用試験

を実族します。

①国家公務員採用Ⅰ種試験

第1次試験日　　6月14日

（勤国家公務員採用Ⅱ種試験

第1次試験日　　7日5日

（彰国税専門官採用試験

第1次試験日　　6月20・21日

④労働基準監督官採用試験

第1次試験日　　6月20・21日

⑤法務教官採用試験

第1次試験日　　6月20日

⑥航空管制官採用試験

第1次試験日　　9月27日

口申込用紙等配布開始日

（∋～⑤共通　　　　4月3日

（参　　　　　　　6月24日

□受付期間

①～（参共通　5月6日～13日

⑥　　　　　8月17日～31日

□その他

受験資格・日程等詳細につい

ては人事院中国事務局へお問い

合わせください。

人事院中国事務局第二課試験係

〒730－0012

広島市中区上八丁堀6の30

℡082－228－1183

⊂琵禁雷雲等！竺当
平成10年4月30日から西部地区

旅券申請窓口が現在の鳥取県西部

総合事務所から下記のとおり移転

することとなりましたので、お知

らせします。

○場　所

〒683－0043

米子市末広町

米子コンベンションセンター1階

℡0859－34－5941

口受付時間

8：30～17：00

ただし土曜、日曜祝日およ

び年始は除きます。

（8）
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お　知
＝犬の登録・凛犬病の予防注射のお知らせ＝コ

ロ日　程

月日 時　　　　 間 場　　　　　 所

4
月
3
日

金

12 ：20　～ 13 ：35 下　 安 ‾ 井　 会　 館

13 ：4 5　～ 13 ：50 荒　　 田　　 会　　 館

14 ：00　～ 14 ：0 5 洲　 河　 崎　 会　 館

14 ：1 5　～ 14 ：3 5 チ ロ ル の里 交流 セ ン ター

14 ：4 5　～ 15 ：00 池　 の　 内　 会　 館

1 5 ：0 5　～ 15 ：10 尾　 の　 上　 原　 会　 館

15 ：1 5　～ 15 ：2 5 日　 の　 詰　 会　 館

15 ：3 5　～ 15 ：40 深　 山　 口　 会　 館

4
月

7
日
（
火

13 ：2 0　～ 13 ：30 宮 市 構 造 改 善 セ ン ター

1 3 ：3 5　～ 13 ：4 5 宮　 市　 原　 公　 民　 館

1 3 ：5 5　～ 14 ：0 0 助 沢 多 目 的 集 会 施 設

1 4 ：0 5　～ 14 ：1 0 下　 蚊 屋　 集　 会 施　 設

14 ：20　～ 14 ：2 5 小　 原　 公　 民　 館

14 ：35　～ 14 ：4 5 美　 用　 公　 民　 館

14 ：55　～・1 5 ：0 0 御　 机 一　公　 民　 館

15 ：10　、・1 5 ：2 0 杉　 谷　 活　 性　 化　 施　 設

4
月
9
日
（
木

13 ：00　～ 13 ：2 0 明　　　　 道　　　　 館

13 ：30　～ 1 3 ：4 0 貝　　 田　　 会　　 館

13 ：50　～ 1 3 ：55 下　 大　 河　 原　 公　 会　 堂

14 ：00　～ 14 ：10 吉　 原　 活　 性　 化　 施　 設

14 ：15　～ 14 ：2 0 西　 成　 公　 民　 館

14 ：25　～ 14 ：3 5 袋　 原　 公　 民　 館

14 ：45　～ 1 4 ：50 柿　 原　 活　 性　 化　 施　 設

15 ：05　～ 1 5 ：25 佐　　 川　　 会　　 館

15 ：35　～ 1 5 ：55 江　 府　 町　 役　 場

口対　象

○登録　生後91日以上の飼犬のうち未登録の犬

（登録は生涯1回）

○注射　生後91日以上のすべての飼犬

臼手数料

項　　　 目 新規登録の犬 登録活の犬

登 録 手 数 料 3 ，0 0 0 円 －
注射済証交付 5 5 0 円 5 5 0 円

注　 射　 料 2 ，4 0 0 円 2 ，4 0 0 円

計 5 ，9 5 0 円 2 ，9 5 0 円

（9）

○手数料はお釣のいらないようにお願いします。

○印鑑をご持参ください。

＝平成10年度不用犬引取り日　　l

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

日 27 25 25 27 25 24 26 25 24 25 25 25

曜日 月 月 木 月 火 木 月 水 木 月 木 木

G次の場合は届け出が必要ですので、

役場福祉保健課（75－3233）までご連絡ください。

・犬が死亡等でいをい場合

・犬を譲渡する場合

・所有者の氏名および住所の変更をする場合

・所有者を変更する場合

＝ふるさと鳥取Uターンガイダンスの剛健について二コ

臼内　　容

参加企業、団体による情報提供など

臼対　　象

平成11年春、大学、短大、専門学校卒業予定者と

一般Uターン希望者

◇東京会場

5月13日（水）12：30～15：30

新宿エルタワーグリーンホール（東京都新宿区）

◇大阪会場

5月14日（木）12：30～16：00

ホテルアウイーナ大阪（大阪市天王寺区）

◇広島会場

5月19日（火）13：00～16：00

八丁堀シャンテ（広島市中区）

□問い合わせ先

○鳥取県職業安定課　　　（℡0857－26－7230）

○㈲ふるさと鳥取県定住機構（℡0857－24－4740）

∴・芋立十・

a
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地 ビ ー ル 作 り し て み ま せ ん か ！

江 府 町 地 域 振 興 株 式 芸 社 社 員 募 集 l

江府呵地域振興株式会社では、業務拡大により下記のとおり社員を募集します。
【職　 種】　 ピール製造技術者　3人
【資　 格】　 高等学校卒業以上で25歳から35歳までの方

（36歳以上の方はお問い合わせください。）

；牟慧慧苧議
※応募に関すること、仕事に関することなど気軽にお問い合わせください。

日野病院

辻本　実
外科医長

癌
の
三
〇
～
四
〇
％
は

予
防
が
可
能

世
の
中
あ
げ
て
健
康
へ
の
関
心
が

高
ま
る
を
か
、
癌
の
予
防
を
中
心
に

診
断
・
治
療
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

九
七
年
の
　
「
食
物
、
栄
養
と
癌
予

防
」
と
題
す
る
報
告
書
の
を
か
で
、

「
世
界
で
の
癌
発
生
率
は
、
毎
年
約

一
千
万
人
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
う
ち
三
〇
～
四
〇
％
は
予
防
が
可

能
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
「
癌

予
防
の
た
め
の
十
四
か
条
」
を
示
し
、

食
生
活
の
改
善
、
特
に
植
物
性
食
品

を
主
体
に
す
る
食
事
が
癌
予
防
に
効

果
を
発
揮
す
る
と
強
調
し
て
い
ま
す
。

癌
予
防
の
た
め
の
食
生
活
十
四
か

条
を
別
表
に
書
い
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
書
い
て
あ
り
ま
す
の
で
利
用
し

や
す
い
と
思
い
ま
す
。
実
行
さ
れ
る

時
は
お
お
ま
か
な
こ
と
を
頭
に
入
れ
、

実
行
し
て
み
た
ら
い
か
が
で
す
か
。

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
切

次
に
健
康
診
断
、
検
診
な
ど
で
の

●

早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。

肺
癌
を
例
に
と
っ
て
み
ま
す
。
肺

癌
に
も
い
ろ
ん
を
種
類
が
あ
り
、
気

管
近
く
に
で
き
タ
バ
コ
に
関
係
が
深

い
扁
平
上
皮
癌
、
肺
の
周
辺
に
で
き

タ
バ
コ
と
関
係
を
い
腺
癌
、
進
行
が

早
く
手
術
よ
り
抗
癌
剤
が
治
療
の
中

心
に
在
る
小
細
胞
癌
を
ど
が
あ
り
ま

す
。検
診
で
は
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
と

喀
疾
細
胞
診
を
行
い
ま
す
。
そ
こ
で

異
常
が
あ
れ
ば
、
保
健
所
な
ど
で
二

次
検
診
を
行
い
ま
す
。
精
密
検
査
は

医
療
機
関
で
行
わ
れ
、
気
管
支
フ
ァ

イ
バ
ー
と
胸
部
C
T
検
査
の
二
つ
で

す
。
C
T
で
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
使
い

人
の
輪
切
り
像
を
得
ま
す
。
気
管
支

フ
ァ
イ
バ
ー
は
胃
カ
メ
ラ
と
同
じ
よ

う
に
口
か
ら
飲
ん
で
気
管
支
を
調
べ

る
も
の
で
少
し
苦
痛
を
伴
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
検
査
で
癌
と
診
断
が
つ

け
ば
、
治
療
は
手
術
が
中
心
で
大
き

く
胸
を
切
り
ま
す
。
し
か
し
、
胸
腔

鏡
に
よ
る
手
術
で
、
切
ら
ず
に
数
か

所
の
穴
を
開
け
る
だ
け
の
手
術
が
で

き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
手
術
後
は

比
較
的
早
く
離
床
が
で
き
ま
す
。

日
野
病
院
は
検
診
施
設
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
す
べ
て
の
検
査
、
手
術

が
可
能
で
す
。
私
も
保
健
所
で
検
診

を
担
当
し
て
お
り
検
診
二
一
次
検
診

（
保
健
所
）
・
医
療
機
関
の
連
携
を

深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

川

一癌予防のための食生活14か粂－

①野菜や果物、豆乳精製度の低いでんぷん質などの主
食品が豊富を食事をする。

②BMI（体重kg／（身長m）2）を18．5～25に維持
する。

（卦1日1時間の速歩を行かい、1週間に合計1時間は
強い運動を行をう。

④1日400～8009の野菜や果物を食べる。

⑤1日600～8009の穀類、豆乳芋類、バナナをど食
べる。

⑥飲酒はできるだけ控える。
⑦赤身の肉（牛、羊、豚）を1日80g以下に抑える。

⑧動物性脂肪は、総エネルギーの15～30％に抑え植物
油を使う。

⑨塩分は1日69以下にし、香辛料やハーブ、酢など
を使って減塩の工夫をする。

⑲常温で長時間放置したり、かびがはえた食物は食べ
をいようにする。

⑪腐放しやすい食物は、冷蔵庫で冷凍か冷却する。
⑫添加物、その他の残留物は、適切な規制下では特に
心配いらない。

⑩黒こげの食物は避け、直火焼きの肉や魚は控える。

⑭これらの項目を守れば、栄養補助食品はあえてとる
必要はなく、癌予防にも役立つ。

匝亘団　県結合情報誌鳥取NOW37号（300円）○好評発売中。役場総務課へ。

＠
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山陰中華的新名所

四月十七日熱烈開館

ぬ嘲

⑳

本格的中国料理レストラン

中国菜館

鳥取県の新しい観光スポットとして大好評の燕通園に本格的中国

料理レストランがオープンします。鳥取県の海産物、農産物を素材

としてうまく採り入れ、皆様のお越しをお待ちしています。

（4月17日にオープンするその他の施設）

●お買物処「天下市場」　●中国風歩道橋「金山嶺橋」

●中国風歓迎門　●乗用車駐車場（300台）

●バス専用駐車場（30台）　●多目的広場

お問い合わせ先　〒689－0715鳥取県東伯郡東郷町引地

℡0858－32－0141（依水飯店・天下市場）

長
子
局

弼
順
薬
日
木

人の動き
2月届（敬称略）

●お誕生おめでとう

（住所）（氏　名）（性別）（保護者）

日ノ話　坂口　海斗　男　正　彦

●ご結婚を祝します

江尾

東伯郡泊村から

●ごめい福を祈ります

（住所）（氏　名）（年齢）（世帯主）

柿　原　田中　順一　68歳　本人

本　一　上原三岳己子　58歳　尊文

池ノ内　加藤　政吉　92歳　哲朗

吉　原　砂口　　博　62歳　本人

貝　田　車　登輿子　73歳　敷照

本　一　米田くらよ　91歳　　明

杉　谷　末次　茂治　77歳　本人

小江尾　篠田　英親　67歳　本人

荒　田　藤原　米治　84歳　本人

新　一　岡田　美男　69歳　本人

副
作
用
に
つ
い
て

薬
に
よ
る
事
故
が
新
聞
・
テ
レ
ビ

な
ど
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
薬

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
日

野
病
院
で
は
薬
を
処
方
す
る
場
合
、

医
師
と
薬
剤
師
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
情
報
を
集
め
、
患
者
さ
ん
に

安
全
に
飲
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
ま
す
。

薬
と
い
う
も
の
は
、
い
ろ
い
ろ
を

（
生
物
学
的
）
作
用
を
持
っ
て
い
て
、

病
気
の
治
療
、
予
防
の
目
的
に
使
わ

れ
ま
す
が
、
そ
の
日
的
以
外
の
作
用

を
、
良
い
悪
い
を
ぬ
き
に
し
て
　
〝
副

作
用
″
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
風
邪
薬
を
飲
む
と
眠

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

副
作
用
で
、
車
の
運
転
を
ど
を
す
る

と
き
に
は
注
意
が
必
要
で
す
が
、
風

邪
の
と
き
は
休
養
が
大
切
に
な
り
ま

す
の
で
、
体
を
休
め
る
と
い
う
点
で

は
良
い
作
用
と
言
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
副
作
用
は
す
べ
て
有

害
で
あ
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
時
に
は
有
害
を
作
用
が
現
れ
る

発
行
・
江
府
町
役
場

〒
6
8
9
－
4
4
　
鳥
取
県
日
野
郡
江
府
町
大
字
江
尾
4
7
5

℡
0
8
5
9
（
7
5
）
2
2
1
1
　
F
A
X
O
8
5
9
（
7
5
）
2
3
8
9

編
集
・
総
務
課

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
薬
を
飲
ん

で
も
副
作
用
が
現
れ
る
人
と
そ
う
で

な
い
人
が
あ
り
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
二
種
類
の
薬
を
同
時
に
服

用
し
た
場
合
、
単
独
で
は
見
ら
れ
を

い
作
用
が
出
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作

用
が
強
く
、
ま
た
は
弱
く
出
た
り
す

る
作
用
を
〝
相
互
作
用
″
が
あ
る
と

言
い
ま
す
。
相
互
作
用
は
薬
だ
け
で

な
く
食
べ
物
と
も
起
こ
り
、
体
に
有

害
を
も
の
だ
け
で
な
く
治
療
に
利
用

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

副
作
用
・
相
互
作
用
を
少
な
く
す
る

た
め
の
注
意
事
項

①
用
法
・
用
量
を
守
る
。

②
は
か
の
病
院
に
も
か
か
っ
て
い
る

と
き
や
大
衆
薬
を
買
っ
て
飲
ん
で
い

る
と
き
は
、
必
ず
そ
の
こ
と
を
医
師

ま
た
は
薬
剤
師
に
伝
え
る
。

副
作
用
・
相
互
作
用
と
思
わ
れ
る

症
状
（
発
疹
・
発
熱
・
吐
き
気
・
下

痢
・
め
ま
い
・
け
い
れ
ん
な
ど
）
が

現
れ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
病
院
へ
連

絡
し
て
指
示
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
感
じ
る

以
上
に
、
多
く
の
人
が
不
安
や
悩
み

を
解
消
す
る
こ
と
を
く
日
々
過
ご
さ

れ
て
い
る
の
で
は
を
い
か
と
思
い
ま

す
。
よ
り
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
生
ま
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

印
刷
・
富
士
印
刷

世帯数1，227世帯（＋2）人口4，340人ト7）男2，040人（－2）女2，300人ト5）（）は前月比2月末

（11）
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局毎習軸守
⑫　甘沙哲
米沢小学校勤務

冨田夏美さん（江尾・24歳）

＊仕事について教えて下さい。

大学を卒業後、平成8年4月から勤務してい

て、今は主に5年生の授業を受け持っています。

小学生のときに素敵を先生と出会ったのと子

供が好きをのでこの仕事を選びました。

＊どんな先生になりたいですか。

子供の側に立って考えることができ、善悪を

きちんと教えることができる先生になりたいと

思います。

＊休日の過ごし方は？

友達とのおしゃべりやドライブ、読書をして

ゆ　過ごします。もちろん家垂もやってますよ。（笑）

勘趣味は何ですか？

スキー、ソフトテニス（インターハイ出場経

験有）とスポーツが大好きです。

あと、ピアノも好きでドヴォルザークやドビ

ュッシーの曲をどをよく弾いています。（笑）

＊江府町の印象は？

私も含めて若い世代がもっと元気を出して、

いろんなことで表面に出てきてほしいと思いま

す。

＊理想の男性を教えてください。

誠実でユーモアがあってフィーリングの合う

人。芸能人でいうと、さだまさし　さん。

大人気の冨田先生（写真左下）

〔
※
P
a
－
a
S
i
I
e
（
パ
ラ
サ
イ
ト
）
＝
寄
生
虫
〕

⊥
第
八
十
二
回
二
科
属
地
元
入
選
作
品

「
P
a
－
a
S
i
I
e
L
（
パ
ラ
サ
イ
ト
）

憎
軸
指
■
誓

き
よ
う
　
こ
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